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【手続補正書】
【提出日】令和3年5月7日(2021.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　振動板の一方の平面側に振動装置が当接され、該振動装置から伝達された振動を前記振
動板から音として放射するスピーカー装置であって、
　該スピーカー装置は、前記振動板と、前記振動装置と、前記振動装置を囲むように前記
振動板に設けられた枠体と、前記枠体と前記振動装置を挟んで前記振動板の前記平面側に
対向して設けられた弾性体とを備えてなり、
　前記枠体は、前記振動装置の外周との間に隙間を有して設けられ、
　前記弾性体は、前記振動板と平行な平板シート状であり、前記枠体と前記振動装置に跨
って、該枠体と該振動装置に固着されており、
　前記振動装置および前記枠体における前記振動板の前記平面側の対向側の面全体が、前
記弾性体に固着されており、
　前記枠体と前記振動装置と前記弾性体とが一体化されていることを特徴とするスピーカ
ー装置。
【請求項２】
　前記振動装置の外周形状が、略円柱状であり、
　前記枠体の前記振動装置側の内周形状が、前記振動装置の外周形状に対向する略円筒状
であり、
　前記振動装置の駆動軸が該振動装置の中央に設けられ、前記枠体の内周と前記振動装置
の外周との間の径方向隙間が、周方向全域で一定であることを特徴とする請求項１記載の
スピーカー装置。
【請求項３】
　前記振動装置は、該振動装置の作動時に該振動装置の駆動軸の軸方向に付勢力が発生す
るように、該駆動軸の端部が前記振動板の前記平面側に当接されていることを特徴とする
請求項１記載のスピーカー装置。
【請求項４】
　前記スピーカー装置は、前記振動板に当接される他の振動部材を備えることを特徴とす
る請求項１記載のスピーカー装置。
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【請求項５】
　前記振動装置および前記枠体における前記振動板の前記平面側の対向側の面全体が、前
記弾性体に接着固定されており、
　前記振動装置の外周形状が、略円柱状であり、
　前記枠体の前記振動装置側の内周形状が、前記振動装置の外周形状に対向する略円筒状
であり、
　前記振動装置の駆動軸が該振動装置の中央に設けられ、前記枠体の内周と前記振動装置
の外周との間の径方向隙間が、周方向全域で一定であり、
　前記振動装置は、該振動装置の作動時に該振動装置の駆動軸の軸方向に付勢力が発生す
るように、該駆動軸の端部が前記振動板の前記平面側に当接されていることを特徴とする
請求項１記載のスピーカー装置。
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